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◼ 回収方法

事業者様側で回収箱（不要な不要な段ボール等）のご用意

宅配便で白井エコセンターに直接送付（送料のご負担を依頼）

◼ 回収量実績

2021年1月～６月末まで

回収量：80社、1265箱、合計20トン

リサイクル率：約99％

◼ 実績の報告

事業者様ごとに、回収実績および
製品化の状況の報告メールを送付

◼ 回収目標

実証事業内：40トン

報告メール

実証１：回収について

回収方法・回収参加者の多様化を検討



ご要望・お問い合わせ

送料の事業者様負担
「産廃処理の費用を充当」

廃棄物処理法の適用は？
法的にどう判断されるの？

ほかの素材、製品も回収、
再製品化は可能？

・負担OK(主旨に共感して)』
・負担OK(宅配便程度なら…)』
・部分的な費用算出が難しい…

・下取り、有価物、試験研究の扱い
・再生可能なものを回収、再製品化

・アクリル製品、文具の回収要望

「本実証事業への理解」 と 「再資源化・製品化への期待」



◼ 検討中の製品

➢ クリアホルダー（水平リサイクルのご要望が多い）

➢ 筆記具、ファイル（PP素材）、エコバッグなど日用品

◼ 試作品の製作から見えた課題

① 再生ペレットの品質

• PP製以外の素材の混入

• 対策：分別の徹底
ペレット製造時のメッシュ

② バージン材との比較

• 製造メーカーのポストコンシューマ材
への理解

• 再生ペレットの特徴を
生かした製品づくりの提案

実証２：製品化について
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ポストコンシューマ材活用の障壁はあるが、再生材としての品質は課題が少ない模様



新たなバリューチェーンに

これまでの品質に
対する考え方への

問題提起

製品を選び使う
ライフスタイルへ つかう つくる

うる
製品ができるまでの背景・
ストーリーを理解・説明

実証事業後は、事業化を計画しています


